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浓
十
3£

饴

、-

(
一

五
5

」

新

刑

紹

介
.

以
，、
國
民
逄
業
の.ー
ミ
し
.
.て
海
'外
臌
領
地
:̂
-0
關
係
に 

於
て
V

並
に
國
防
ビ
の
偏
係
^
於
て
の
海
運
の
地
位
を 

，ば
內
外
各
_

の
'例
を
以
て
說
明
し
セ
居
る
。
：
次
に
第
一
一 

章
は「

我
國
の
經
濟
と
«

運」
ど
題
し
入
ロ
调
樾
を
解
決
パ 

す
る
爲
に
は
結
局
商H

立
國
主
義
に
ょ
ら
ざ
る
ベ
か
ら 

1

1そ
の
爲
め
に
は
又
海
運
の
雜
達
は
絕
對
的
^
必
要 

な
る
乙V

を
論
じ
、
猶
ほ
本
邦
の
海
運
は
現
時
の
發
速 

辟
度
^
•以
て
滿
见
す
る
こ
ヒ
能
は
ざ
る

> J
ビ
を
：述
べ
て 

居
る
。
を
し
て
第
三
章
に
於.て
ば
海
述
經
濟
の
內
容
， 

構
成
ビ
を
一
言
し
て
緖
論
を
終
つ
て
居
る
。
次
に®
舶
. 

.論
は
著
者
の
見
に
ょ
れ
ば
海
運
經
濟
論
の
本
論
を
構
成
：
 

■f
ベ
^

海
述
經
濟
の
原
理
ビ
政
策
ミ
の
紙
究R
對
ず
4
 

豫
備
知
識
で
し
て
必
要̂,
る
'も
の
で
ぁ
つ
て
？
第
一
章 

.に
於
て
船
舶
の
意
_
ビ
船
舶
論0
內
容
と
を
.示
し
>
第 

ニ
章
に
於
で
は「

船
舶
の
構
成
部
分
じ
ミ
題
し
て
船
體 

犮
«

裝
：の
各
部
分
や
船
體0
進
水
に
圭
る
ま
で
の
遯
船 

手
績
を
說
明
し
、
第m

章
に
於
て
：は「

船
舶
能
力」

‘
の

— 

笫

一

號

一

冤

二

題

下

に

總

噸

數

、
純

噸

數

の

•如
き

.容
積

上

'の
能

力

e

、
. 

排

水

顺

數

フ

重

巍

噸

數

の

如

き

重

&
上

の

能

カ

ビ

、
速
：
 

力
ビ
の
，三

者

並

に

适

等

k
關

係

せ

る

事

項

を

說

明

し

て 

f

 

o第
_

#
は

’「

澉

船

の

發

達

，

」

の
硏
究
に
宛
て
ら 

れ

、
丸

木

卅

の

昔

か

ら

タ

.1

ビ
.ン
汽
船

®今
！：：

に

至

る
 

迄

の

船

舶

柳

造

上P

發

達

の

歷

史

、
木
造
船
よ
り
コ
ン 

'/
ジ

I

十

船
に
亜
る
迄

:0
造

成

材

利

上

の

發

遂

の

歷 

史

、

«
褪

時

代

よ

タ

-m
氣
推
進

k
至
る
推
進
方
法
發
趦 

の

脎

史

、

木
船
時
代
，よ

り

銅

船

の

今

.日
に
至
る
，ま
で
の 

積

:*
力
及
び
速
力
に

.於
け

る

能

力

の

發

達

の

歴

史

、

及 

び

船

舶

能

力

の

增

加

て

收

益

力

の

猶

加

ヾ

し

め

關

«
罾 

を
述
べ
、
第
五
箪
は

「

船
舶
の
種
類
題
し
て
右
述
べ 

た

る

發

達

を

粗

て

來

れ

船

舶

を

'ば
技

術

的

、
.經
濟

的

、 

法

律

的

の

見

地

か

ら

し

て

之

が

分

類

說

明

を

試

み
以

て 

卷

を

終

っ

て

屈

る

。

著
者
の
論
構
は
頗
る
紐
織
的
で
ぁ
る
、
そ
の
こ
と
は 

緖
論
第
.ニ
章
に
於
て
本
邦
の
經
濟
ど
海
運

W

の
.關
f

.

-述
ふ
名
に
.當
h
,、.
本
邦
の
，人
口
*
勢
か
ら
食
料
品
供
給 

狀
態
に
$

る
ま
で
本
邦
C
經
濟
狀
態
を
ば
或
は
過
ぎ
た
；
 

り
^
思
は
る
、
ま
で
に
綿
密
に
論
じ
之
ミ
海
運
ビ
の
關 

係
に
B

X
，は

«'

か

に

數

語

を

費

す

の

み

に

し

て

以

て

讀

む
^

^
.1
,
'て
兩
^

の
關
係
を
了
得
す
る
を
得
し
^
て
君
一

. 

.

.

. 

: 

i 

.

.

.
-
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

〉

.

:: 

'る
の
：點
'̂
於
て
最
も
著
し
く
現
は'れ
て
居
■，る
.
。
：
.
又

本

書 

,は

贩
るr

e
a
d
a
b
l
e

で
あ
る
、こ

.：

の
こ
ど
は
船
舶
論
G
於 

.:

.
:
T̂
%

し

い
. 

'
蓋
し
辦
财
驗
は
著̂

の
言
の
如
ぐ
®

運

經

.一
 

:

濟
康
梵
'0
觀
備
知
識
ビ
ル
て
必
要
な
る
も
の
な名

も̂

一
 

.拘
ら
ず
を
の
硏
诜
は
兎
确
問
却
さ
れ
勝
ち
で
ぁ
る
、
そ 

れ
は
:«
際
從
^

の
海
速
論
^

於
け
る
船
舶
‘の
說
明
そ
の 

も
の
が
餘
ぅ
に
技
爾
的
機
械
饰
に
し
て
請
者
の
員！*
を
J 

菊
く
に
^
-？V

な
'

S

の
.慽
が
ぁ
つ
た
こ
と̂

も
ょ
る
で
ぁ| 

，ら
ぅ
が
.、
經
濟
を
.修
.め
る
潘
；

，つ.て
は
技
«

の
#
は 

■分
：々
®
.い
.も
の
ビ
し
て
始
め
か
ら
決
め
，込
ん
で
居
る
ヾ
し 

い
^
事

情

：も

匁

い

，
で
，
は

^

い
；
。
：
然

る
;̂
小

；島

助

敎

授
0

. 

*

-;
«
餐

は
.淑

述

は«

に
:̂
て
®

を

得

て

居>
、

文

章

は.

.第
:̂
五f

 

(
1
舊
一
)

；

新
?|
)
紹

汾
，
.

.分

り
.易

：，
い

ロ

，語

體

、

之

を

肋

ぐ

る

it
數
十
の
寫
輿
版
や 

レ
ブ
.ロ
.
ダク

ン

ョ.

ン

や

，統
：訐
の
撤
入
を
以
て
し
て
居 

名
、
以
て
前
者
の
慽
な
か
し
：め
後
溝

0「

不
噙
嫌
ひ
し 

の
.感
情
を
驅
逐
す
る
R
]*
分
で
あ
る
：。
紹
介
者
は海
運

 

に
關
す
る
邦
文
寒
書
の
少
な
い
折
柄
此
の
好
著
の
公
刊
,
. 

を
喜
'び
、
，第
一1

卷
.以
後
切
速
：かk
美

せ

•
&
れ
む
こ
ミ 

を
.希
寒
す
る
も
の
で
あ.る
。.(

t

井
幸
雄)

，
中
川
正
i
 

.

「

鐡

：
.

道

.

.
,論」

.

.

-

,

.

鐵
道
講
.習
#

發
行 

- 

眾
.倒
金
ニ
圆
2£
十
.錢

■本
.書
铽

.「

現
今
の
我
が
國
有
鐵
道

'は

，
果

し

て

そ

0

本
. 

領

を

發

揮

し

つ

、

あ

り

や

否

や

、
へ
.
そ

の

運

賃

制

度

は

‘
國
 

有

鐵

道

ど

し

て

來

し

て

妥

當

な

，

や

否

や

、M

k
國

有
 

鐵

遒

の

溉

營

は
.
'私

有
«
道

め

範

：を

以T
任

ず

る

の#.
色
 

あ

ダ

や

否

や

等

0

灣.に
，
答‘へ

む

ヒ

，
欲

匕

し

て

「

主

と

し
 

て
.我

が
^

^
鐵

遒

0̂

相

を
^

^
し

之

を

以

ヤ.獨

逸

0 

酸

有

鐵

道

ビ:i
b
較

せ

ん
'芒

す

斧

の&
的

を

以
^〜

鐵

道
：
.
,

.
第
：
-•
m 

1

S
H



^

^

I

J

i

^

^

i

i

^

^

i

i

i

i

i

^

^

i

f

i

i

^

i

i

l

l

n

, 
,
;1
~ン
パ
’ 

,

X
. 

•!:

り

卜
K^'

亦

十

五

猞

o

五
四〕

新
刊
紹
介

tr
0.

事
務
に
從
事
す
る
傍
^
東
京
帝
國
大
學
商
業
學
科 

の
委
«

に
:1

々
て
試
み
た
；る「

講
義
溱
を
基
礎
ビ
し
て 

實
地
及
び
學
理
の
双
方
よ
り
觀

察

し
た
る
事
項
を
公 

表」

し
た
も
0

で
あ
る
。
本
文
菊
版|{两

六
十
餘
頁
、
そ 

の
論
す
る
所
は
鐵
遨
の
觀
念
、
經
濟
上
に
於
け
る
鐵
道 

の
性
®

ヽ
鐵
道
-0

種
別
、
鐵
道
管
理
鈕
織"
鐵
道
食
計
、 

V

運
輸
營
業
、
鐡
道
勞
働
の
七
寧
で
、
：
終
々
に
參
考
書
を 

:

列
記
し
取
る
.

1

寧
^

各
國
鐵
道
管
理
組
織
の
ニ

(
覽
表
及 

:.
'び
螫
業
費
に
關
す
る
統
計
並
に
貨
物
旅
客
に
要
す
る
營 

*

®

分
割
方
法
の
說
明
€
を
添
え
て
あ
る
。
通
饋
し
た 

.所

.、
從
來
の
邦
文
鐵
遨
論
の
著
書
に
於
け
る
よ
b

も
學 

理
的
の
所
論
が
比
較
的
少
な
く
 
U

て
實
際
の
叙
述
•か
多 

く
、
鸷
例
を
擧
ぐ
る̂

當
つ
て
は
外
國
の
そ
れ
よ
力
も 

本
邦
の
鐵
遒
に
之
を
求
め
る
こ
ビ
多
く
、
經
濟
論
に
止
〃 

め
す
し
て
主
ビ
し
て
本
邦
の&
栽
を
參
照
し
或
は
»
逸 

:
_
d
.
そ
れ
を
⑴
用
し
て
鐡
，道
の
赏
栩
を
描
出
す
も
に
力
め 

4
れ
れ
點
な
ど
が
服
に
着
く
の
で
：あ
つ
て"例
へ
ば「

鐵

■
第

一

號

I

五
四

:
道

經

濟

論」

ビ

で

も

命

名

さ

れ

た

書

物

を

讀

む
ビ

s
'ふ
- 

ょ

り

も「

日

本

鐵

，
道

論

」

S

で

も

命

名

3

れ

た

る

嘗

%

^. 

鱗

ん

で

居

る

や

ぅ

な

感

じ

が

す

る

。
外

國

の

蓊

書

七

あ 

'り

て

は

多

く

賞

.例

を

各

自

國

か

鐡

道

に

と

つ

て

居

る

か 

：

ら

，
理

論

を

知

る

^

神

時

に

そ

の

國

の

鐵

遒

の

實

狀

が

多

_ 

<

分

か

る

に

反

じ

、
我

國

從

來

の

著

書

に

は

外

國

の

實 

卜

例

の

引

用

が

比

較

的

多

く

し

て

理

論

は

分

つ

て

も

B
本 

。
の
鐵
道
の
實
際
：が

殆

ん

ど

分

ら

ぬ

ビs

ふ
慽
み
が
な
い 

.
で

も

な

か

つ

た

が

、
此

の

铖

み

は

本

書

に

於

て

は

感

せ 

ら

れ

な

いC

著

者

は

鐵

道

の

#
£
•家

で

あ

る

か

ら

本

邦 

鐡

道

の

實

狀

の

說

明

は

.殆

ん

ど

遺

慽

な

き

程

に

謙

さ

れ 

':
て

あ

る

、
然

し

實
地
說
明
の
：點

I

い
だ
ガ
に
同
時
k
 

&

論

の

點

k

於

て

弱

き

を

^

れ

さ

る

の

感

じ

か

す

る

。

:

例
へ
ば
著
者
の
言
に
ょ
れ
ば
、
我•か
^
有
鐵
道
が
を
の 

本
領
を
發
撣
し
つ
、
あ
り
や
、
そ
の
運
賃
制
度
が
國
有 

P

道W

し
て
妥
當
な
o
や
等
の
疑
間
に
答
へ
む
ビ
す
る 

が
著
者
の
目
的
で
あ
る
のit
、
，本
*
に
於
て
は
國
滑
鐵

遒
な
る
も
の
V
本
領
如
何
の
說
明
も
な
け
れ
ば
從
て
又

■

:

國
衝
鐵
遒
ビ
し
て
運
賃
制
度
が
妥
當
な
る
や
否
や
の
批 

:判
も
»;
へ
ら
れ
て
居
ら
な
い
い*
も
個
々
の
點
は
就
て， 

見
れ
ば
例
へ
ばI

等
雄
運
轉
0

制
限
^
か
、
途
中
下
艰 

ヾ
の
制
限W

か
、
通

行

稅

法

上

に

於

け

る

不

合

理 

K
か
或
は
を
の
他
の
點R
就
て
辯
謙
や
批
評
等
を
誠
み 

て
居
ら
る
.

z
f

こ
^
は
事
實
で
あ
る
'が
；、
ま
„た

^

.

獨

望 

の
感
な
き
を
.得
.な
い
。
.
又
全
卷
の
鞭
七
割
を
占
む
：る
第 

•六
奪
述
輸
營
業
®-
章
に
就
て
見
る
に
、
•運
賃
學
說
を
ば 

旅
客
速
賃
及
貨
物
運
貨
の
說
明
の|(
(
に
置
が
ず
し
て> 

先
づ
旅
^

m

*を

說

に

員

#
運
賃
の
說
明
に
入 

る
：の
前
提
と
し
て
之
を&

く
ビ
い
ふ
結
構
上
の
可
否
の' 

問
題
は
！̂

ば
す
各
も

;\「

運
邋
實
费
は
連
賃
の
適
切3£
.
. 

確
«
る
基
礎
と
.は
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
運
賃
の
最
低
限
度 

を
定
.め
杏
©'
.實
故
が
あ
る
.

」
(

ぺ1
.六
四
I
五
頁)

t

ぃ
ふ 

そ
.の
：運
送
實
費
な
る
も
の
は
：平
均
實
費
の
意
か
ぞ
れ
ビ 

-

も
追
.加
實
费
の
章
炉
分
ら
：ぬ
？
負
擔
カ
說
の

.

說
明
に
於
，
'

第
十
3£
卷

C j

五
五)

.
渐
別
龆
少
‘

：

‘
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Ĥ
介

咨
運
―

は
記
名
式
に
し
て
旅
客
の̂

^
か
ぬ
、.

發
着
驛
名
及
賃
金
を
記
入
し
沄
々

」

ど
あ
る

(

一
〇
八

頁)
「

座
席
、
番
號

j

は
「

座
席
の
擻

」

ビ
改
む
べ
き
も
の 

で
あ
る

)

o 

•

斯
の
如
{

本
書
は
.理
論
に
於
て
は
讀
む
者
を
し
て
幾

I 

多
の
疑
義
.を
挾
ま
し
む
る
の
餘
地
を
存
し
て
居
る
け
れ

j 

r

も
、
本
邦
鐵
遒
が
如
何
に
運
營
せ
ら
れ
•て
居
る
か
の
一 

實
際
間
題
に
萊
つ
て
は
流
石
^

巧
^
だ
け
に
十
ー
一
分
の
一 

說
吸
を
I I

へ
て
^

る
。
評
*

は
此
の
後
^
の
點
に
於
て
一 

だ
け
で
も
.
鐵
遒
R

關
す
る
邦
文
參
考
書
.の
少
な
い
折
柄

( 

此
の
書
の
公
判
を
喜
ぶ
4

の
で
あ
る
。
：(

增
井
幸
雄)

\

M

1
1

■驛

纖

養

i
)

 
目

次

(

大
敗
九
年
ナ
二
月
號)

)

'

:
て

ぐ

'
'
'
.
'
.
^
3

^ ̂

■

_

酶
_
'
顧

神
戶
货
爽
郞 

§

秀
肋

@

ァ
^
^
ス
ト

，
丨

テ
.
ジ

ズ
の
愈
#
制
度
論

i

喫

翳
■

零

完

)

.\

)

®

ツ̂

T

ヒ
-
タ
0

經
濟
觀(

下
>

.

ノ
：
：
'

,
®

株
式
會
社
發
起
人
論(

四《売
},: 

_

'
ン
，
/

雛

'
' 

錄 

. 

i®

勞
‘
農
«

國
の
勞

働'|
1

1
合 

、®

芾
新
文
樂
の
佛
國
大
％
命

に

及

ぼ
‘

;;
.、

影

徵

••
■
:
'
. 

-

®

jr
r
h
會
保
險5

资
龈
に
及
ぼ
す
影
響(

下)

©,
:«

行
の
支
挪
承
澈
の〗

內
，容
に
就
て‘

'©
■
古
代
淡
妃
現
れ
允
る
家
篇
制.

®

德
富
蘇
讓
藉「

大
«

後
の
.
歡
身
英
日
本」

-
田
中
故
'f.

郞 

®

 

X
I
r

版「

口 \

ナ
，ト
*

ォ
1

ユ
ィ
自
博」

k

m

.*
®>
e
 

@

落
合
1

太
郞
著
1

社
會
生
活
學」

 

' 

小

泉：

信
S

附

•
，

錄

' 

' 

'

.1

^

1

 

パ

‘

'り
，

i

_

’園

.
乾

洽

;l

n
§
p

_

;

-

现
利
兼
太
如

«awe«e«^

m i

一,
グク

分分愼

金金金 
五贰£
圓圓、

四九释

(-：''

_
編
«

及
び
事
務
^
關
す
る
一
妨
の
用
件
は
發
行
所
錄
广 

摩
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
實
元
宛，：

•
.
‘

:#
風
稿
織
.切
|8
£

_

_

_奴
#

2

^

£鋒

.

.
，
' ::::

|:

M

l
!f
一
 
％

il
l

j

l'l
每

用

一
同

一

日

發

行

■ nrw_i_ »nuij tf

第

:

j

、
• ^
 

‘ぜ
 

j

f

a

卿 

_

_

r

:

J

.
1パ
會
4
藤

s

m

_

_

s

m

■藻
潘
地
廣
應
義
熟
內

」

號丨T * 第
••••  ̂ i V  , ， . '，

印 印

刷 M 刷:

所 S 潜

赤 
坂 ' 

金 區 金
；. if- ：■ 
子 町 子 ，

五

、游 g 鐵

版 t  S
一 -* ...

所 嚣 郎

爾

:

蒸

靡

揚

表

鑛

麗

翼

'ゾ.
C
:■
:
-

賣

’
其

' 

轉

柬

京

堂

書

嗥

.

.a
b

、
3

H

0
穴 

o

.

綠 

辩
話
^101

バ 
J
,
?
H
o
*
f
c
s
^
.
. 

| 

'

神
'
.
5
-H
.s
s

#

H

O
 
穴 M

#
I
.

,

.
l
H
a
s
i
i
#

l!fo 
穴
六
#
プ|

,
, 

振
替
，泉

琅I
I

セ
0
善

鏺
尙
ほ
本
誌
は
全
國
备
市
雜
誌
炻
に
て
販
寶
す
.


